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宇宙基本計画

山田亨（JAXA 宇宙研）



宇宙基本計画の位置づけ[研究者視点から見た] 



日本の（天文に関わる）大型科学計画策定の仕組み

 科研費の枠を越える計画
 地上計画とスペース計画では現在まで政府との関係がやや異なる

地上計画：文科省：大規模学術フロンティア促進事業
文科省：科学技術・学術審議会 学術分科会研究環境基盤部会 

学術研究の大型プロジェクトに関する作業部会

スペース計画：JAXA予算、内閣府・宇宙政策委員会・基本政策部会・宇宙科学探査小委員会
 概算要求は文科省を通じて行う

 日本天文学会は将来計画の策定を直接主導しない。日本学術会議・天文学宇宙物理学分科会が合意形成に一役。
  実行を担う機関は宇宙研、国立天文台など。

 日本学術会議は「政府外」の学術研究者による組織
学術の立場に立った将来計画の策定

 ボトムアップは各研究者コミュニティ（光赤天連、高宇連、宇電懇、太陽研連、CRC…)
これらの団体は国立天文台各委員推薦、宇宙研（ミッション活動レベル）委員推薦なども行う。

 スペースは理学委員会委員研究者コミュニティ



国立天文台、など
大学共同利用機関法人

大学
（附置研などを含む）

文部科学省

2023年度
・マスタープラン中止
・文科省「ロードマップ」は独自に公募

日本学術会議
天文学・宇宙物理学分科会

大型プロジェクト推進
に関する基本構想
「ロードマップ」

大規模学術フロンティア
促進事業

学術の大型計画
未来の学術振興

財務省概算要求 概算要求

研究者コミュニティ
光赤天連、宇電懇、太陽研連、
CRC、理論懇、、、

日本政府

（天文学に関わる）日本の（地上）大型科学計画の策定



（天文学に関わる）日本の（地上）大型科学計画の策定

国立天文台、など
大学共同利用機関法人

大学
（附置研などを含む）

文部科学省

-2022年度まで

日本学術会議
天文学・宇宙物理学分科会

大型プロジェクト推進
に関する基本構想
「ロードマップ」

大規模学術フロンティア
促進事業

学術の大型計画
マスタープラン

財務省概算要求 概算要求

研究者コミュニティ
光赤天連、宇電懇、太陽研連、
CRC、理論懇、、、

参照

日本政府

~2022年度まで



6研究者のコミュニティ （大学や研究機関の研究者、研究グループ）

研究チームA 研究チームB….

Working  Group

Research Group

宇宙理学委員会

宇宙科学研究所

JAXA
内閣府

宇宙政策委員会
宇宙科学探査小委員会

宇宙科学探査ロードマップ

文部科学省
概算要求

日本学術会議
未来の学術振興構想

日本国政府宇宙科学ミッション
(2023)

提案

財務省

国会

宇宙基本計画・工程表
INPUT



7研究者のコミュニティ （大学や研究機関の研究者、研究グループ）

研究チームA 研究チームB….

Working  Group

Research Group

宇宙理学委員会

宇宙科学研究所

JAXA

内閣府
宇宙政策委員会

宇宙科学探査小委員会

文部科学省
大型計画

ロードマップ
概算要求

日本学術会議
大型計画

マスタープラン

日本国政府宇宙科学ミッション
(~2022)

文科省が参照

提案

財務省

国会

宇宙科学探査ロードマップ

宇宙基本計画・工程表
INPUT



宇宙科学・探査ロードマップ

https://www.isas.jaxa.jp/home/rikou/godo/

JAXA宇宙研・宇宙理学委員会および宇宙工学委員会 合同委員会サイト(公開）

宇宙科学・探査ロードマップ
初版 (2013)

A改訂 (2019) 初版から5年後の見直し

B改訂 (2021) ミッションカテゴリ見直し反映

C改訂 (2022) GDI反映

D改訂 (2023)  現在の宇宙基本計画

宇宙科学技術ロードマップ

宇宙科学の次期中長期計画をめぐる
戦略シナリオ



宇宙科学探査ロードマップ
https://www.isas.jaxa.jp/home/rikou/godo/

戦略的中型

公募型小型

戦略的
海外共同
計画



宇宙科学探査ロードマップ
https://www.isas.jaxa.jp/home/rikou/godo/



宇宙科学探査ロードマップ
https://www.isas.jaxa.jp/home/rikou/godo/



宇宙科学探査ロードマップ
https://www.isas.jaxa.jp/home/rikou/godo/



最新の宇宙基本計画

宇宙基本計画
（令和5年6月13日 閣議決定) 

工程表
（令和5年12月22日 宇宙開発
戦略本部決定)

https://www8.cao.go.jp/space/plan/keikaku.html



目次

[中略]

最新の宇宙基本計画 (2023年6月13日閣議決定）



最新の宇宙基本計画・工程表 (2023年12月宇宙開発戦略本部決定）

抜粋



策定の枠組み：内閣府-宇宙開発戦略本部/宇宙政策委員会-基本政策部会
- 宇宙科学探査小委員会



策定の枠組み：内閣府-宇宙開発戦略本部/宇宙政策委員会-基本政策部会
・宇宙科学探査小委員会

 2008年に宇宙基本法が成立
内閣府に宇宙戦略本部設置

 2012年に
文科省・宇宙開発委員会が廃止

    
内閣府のもとに、

- 宇宙政策委員会
- 宇宙戦略室

を設置

 「独立行政法人宇宙航空研究開発機構法（JAXA法）」が改正



改訂歴
1．2009年
2．2013年
3．2015年
4．2016年
5．2020年
6．2023年

この間、工程表は
より高い頻度で
改訂されている。

これまでの宇宙基本計画

2009年版より抜粋



改訂歴
1．2009年
2．2013年
3．2015年
4．2016年
5．2020年
6．2023年

この間、工程表は
より高い頻度で
改訂されている。

これまでの宇宙基本計画

2016年版より抜粋

後略

前略



改訂歴
1．2009年
2．2013年
3．2015年
4．2016年
5．2020年
6．2023年

この間、工程表は
より高い頻度で
改訂されている。

これまでの宇宙基本計画

2020年12月版より抜粋

2020年10月 SPICA中止



策定の枠組み：内閣府-宇宙開発戦略本部/宇宙政策委員会-基本政策部会
・宇宙科学探査小委員会

2024年

https://www8.cao.go.jp/space/comittee/kaisai.html

次期宇宙基本計画（案）

基本計画改定を受けた
JAXA対応方針
宇宙科学・探査ロードマップD改訂

宇宙科学・探査の意義・価値及び
今後の方向性・将来像について （案）

宇宙基本計画工程表

制定版
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[中略]

最新の宇宙基本計画 (2023年6月13日閣議決定）



最新の宇宙基本計画 (2023年6月13日閣議決定）

2．目標と将来像
(3)宇宙科学・探査における新たな知と産業の創造

i. 目標 
(a)人類共通の知の創出と人類の活動領域の拡大 
宇宙科学・探査は、人類共通の知の創出と、宇宙空間における人類の活動領域の拡大とを目的とする営みである。知の創出は、活動
領域の拡大にいかされ、これが更なる知の創出につながっていく。我が国は、リソースを有効に活用し、小惑星サンプルリターン等に
続く独創的13 なアイデアによる卓越した知の創出と、この知に基づき、人類の持続的な活動領域を地球上から地球低軌道、月以遠
の深宇宙へと拡大することを目指す。 

(中略）

ii. 将来像 
(a)宇宙科学・探査 
【宇宙物理学】
宇宙物理分野では、現在の宇宙物理学の共通のテーマである、宇宙の起源と進化の理解や宇宙における生命の可能性の探求を大き
な目的としている。2040 年頃までには、ジェームズ・ウェッブ宇宙望遠鏡（JWST）の後継の宇宙望遠鏡計画が、我が国を含む国際
協力により進展し、地上の超大型望遠鏡群や我が国の中・小型宇宙望遠鏡等との連携により、宇宙の起源や進化、物質の根源等や太
陽系外惑星における生命存在環境と生命の可能性に関する知見、ダークマター、ダークエネルギーの正体等が解明されることが期待
される。 

【太陽系科学】 (後略・・・是非、本文をご覧ください）



最新の宇宙基本計画 (2023年6月13日閣議決定）

４． 宇宙政策に関する具体的アプローチ
(3)宇宙科学・探査における新たな知と産業の創造に向けた具体的アプローチ 

【基本的考え方】 独創的なアイデアを生み出し、特長ある技術を発展させることによって、独創的・先端的
な研究成果を創出するよう、危機感を持って取り組んでいく。その際、国際的な研究の潮流や目覚ましい
研究成果、民間の最新の技術動向等を常に注視し、国際協力ミッションでの実施も視野に入れて計画を
立案し、必要に応じて改善を図る。科学的な知の創出に加え、国民への夢・希望の提供、経済・社会、外交
等の側面にも配慮し、広く国民の支持と理解を得る努力を行いながら、宇宙科学・探査ミッションを推進
していく。 加えて、我が国にとって、月面活動等のための技術実証等、地球低軌道活動の意義は引き続き
存在することから、当該活動に必要な場と機会を確保する。 



最新の宇宙基本計画 (2023年6月13日閣議決定）

４． 宇宙政策に関する具体的アプローチ
(3)宇宙科学・探査における新たな知と産業の創造に向けた具体的アプローチ 

【宇宙物理学】
我が国単独では実施が困難な大型の海外計画への存在感を持った形での参画を目指す。このため、
JAXAや宇宙物理学分野の研究者のコミュニティが一体となった協力体制を構築し、国際動向の情報収
集を行い、長期戦略を立案して必要な技術開発を行っていく。また、国際的な大型計画とも相補的でかつ
独創的・先鋭的な技術を活用した、我が国としての、科学的にユニークな中・小型のミッションの創出を目
指す。 （文部科学省）



最新の宇宙基本計画 (2023年6月13日閣議決定）

４． 宇宙政策に関する具体的アプローチ
(3)宇宙科学・探査における新たな知と産業の創造に向けた具体的アプローチ 

【太陽系科学】
我が国が強みを持つ小天体探査については、「はやぶさ」シリーズで獲得した世界でのリーダーとしての地位の維持・
向上を図る。探査機を更に高度化し、サンプルリターンを行う次世代の小天体探査のミッションの対象や手法につい
て具体的な検討を行う。また、強みをいかした国際協力等により、彗星などの海外主導大型の探査計画への中核とし
ての参画について検討を進める。加えて、太陽観測・太陽圏科学分野でも引き続き先鋭的な観測技術・手法の検討を
図る。 同時に、アルテミス計画との連携を視野に、月及び火星について科学的成果の創出及び技術面での先導的な
貢献を図る。 アルテミス計画による月面活動の機会（有人与圧ローバの活用を含む。）を活用し、「月面における科
学」（i. 月面からの天体観測（月面天文台）、ii.  重要な科学的知見をもたらす月サンプルの選別・採取・分析、iii. 月震
計ネットワークによる月内部構造の把握）の具体化を進める。「月面における科学」の研究の実施及び必要な要素技
術の開発のため、小型月着陸実証機（SLIM）技術を維持・発展させた月探査促進ミッションと、可能な限り民間サー
ビスを活用していくことについて検討を進める。 火星本星の探査については、米国と中国による大規模な計画が先
行する中、将来の有人探査に向けて、2030年代には国際的な役割分担の議論が開始される可能性があるため、
2040年代までの長期的視点を持って、我が国が有利なポジションを得るために、産学のリソースを最大限に活用し
て、米中を始め他国が有していない我が国の独創的・先鋭的な着陸技術・要素技術等の発展・実証を目指すとともに、
火星本星の探査に関する検討を行う。 また、太陽系進化の解明を図るために、小天体・彗星、外惑星を探査する次期
ミッションの対象や手法について具体的な検討を行う。 （文部科学省） 



2022年11月～12月

宇宙科学探査小委員会
宇宙科学・探査の新たな位置づけWG
(WG議論内容については公開されていない）

宇宙科学・探査の意義・価値及び今後の方向性・将来像について（骨子案）

宇宙基本計画改定に向けた活動 (2022年）



「宇宙科学・探査の意義・価値及び今後の方向性・将来像について」
(2023年7月 第56回宇宙科学探査小委員会 資料を参照）

２． 宇宙科学・探査を巡る状況変化と課題
 ① 米欧等におけるミッションの大規模化 
世界の宇宙科学・探査ミッションは、欧米において中・小型規模のミッションに加え、数千億から１兆円を超える
ミッションが進められる等、大規模化が進んでおり、中国も例外ではない。我が国の宇宙科学・探査ミッションに
おいては、欧米の大規模計画に対してどのように競争・協調するか、もしくは、我が国単独では実施できない規
模の計画を、欧米との国際協力によりどのように実現していくか等、我が国の強みを活かした独創的・先端的な
成果を創出し、併せて国際的なプレゼンスをいかに維持・向上させていくかが課題となっている。 

(中略）

３． 今後の宇宙科学・探査の方向性・将来像 
（１） 今後に向けた基本的な方向性 
今後の宇宙科学・探査において、我が国は、限られたリソースの中で、独創的なアイディアを生み出し、特長ある
技術を発展させることによって、いかにして独創的・先端的な研究成果を創出するか、危機感をもって取り組ん
でいかなければならない。このため、我が国の強みと弱みを十分に認識し、引き続き理工一体となり、20 - 30
年後を見据えた長期的視野に立って、宇宙物理学、太陽系科学（月・火星を含む）、宇宙工学という宇宙科学・探
査の重要分野において、独創的・先端的な研究成果の創出に向けて積極的に取り組んでいく。その際、国際的な
研究の潮流や目覚ましい研究成果、民間の最新の技術動向等を常に注視し、国際協力ミッションでの実施も視野
に入れ、臨機応変に計画の改善を図る。 



「宇宙科学・探査の意義・価値及び今後の方向性・将来像について」
(2023年7月 第56回宇宙科学探査小委員会 資料を参照）

３． 今後の宇宙科学・探査の方向性・将来像

 （２） 今後の推進に当たっての配慮事項 

① 技術のフロントローディングの更なる強化

(中略）

② 日本主導のミッション実施の際の様々な側面への配慮 
中型を超えるスケールとなる宇宙科学・探査ミッションの実施にあたっては、国際協力を基本とする。実施の判
断を行う際には、中・小型計画を含む宇宙科学・探査の計画全体や、宇宙科学分野における人材育成等への影響
などについても勘案する必要がある。 また、中・小型規模の JAXA 主導の計画においては、国際大型計画への
発展性や国際計画との相補性に留意しつつ、独創的・先端的なアイディアに基づくものであり、かつ人材育成に
も貢献するようなミッションを柔軟に検討する必要がある。 科学的な知の創出に加え、国民への夢・希望の提供、
経済社会、外交等の側面にも配慮し、広く国民の支持と理解を得る努力を行いながら、宇宙科学・探査ミッション
を推進していく。

(中略）



「宇宙科学・探査の意義・価値及び今後の方向性・将来像について」
(2023年7月 第56回宇宙科学探査小委員会 資料を参照）

（３） 各分野別の世界の潮流、我が国の強み・弱み及び長期的な方向性について 
① 宇宙物理学分野
○ 宇宙物理分野では、現在の宇宙物理学の共通のテーマである、宇宙の起源の理解や宇宙における生命の可能性
の探求を大きな目的としている。 

○ 世界的な潮流として、より遠くまで、より鮮明に対象天体等を観測するため、衛星の大型化の方向性が顕著であ
る。100億ドル以上の経費が投入され2021年に打ち上げられたNASAのジェイムズ・ウェッブ宇宙望遠鏡（JWST）
は科学史に残るような顕著な成果を挙げつつある。JWSTの成功も踏まえ、今後も欧米中による大型望遠鏡計画が
進行している。これに対して、我が国の主導する宇宙物理学ミッションは、世界的に見れば中・小型に留まり、かつ
JWSTのような大型の国際協力への参加も未だ実現していない。観測手法・科学目的の多様性も増しているなか、
限られたリソースのなかで、国際協力も選択肢に含めつつ、どのように成果を出していくかが課題である。 

〇 今後の戦略として、世界的な潮流や限られたリソースを踏まえると、我が国単独では実施が困難な大型の国際計
画への参画を進めることが、我が国の宇宙物理学分野において一層重要となる。大型の国際計画に存在感をもって
参画することにつなげるため、参画に向けた長期戦略の立案、先行的かつ戦略的な技術開発、JAXA やコミュニティ
が一体となった国際協力体制の構築等、長期的な視点に立った積極的な事前準備を、NASA・ESA 等の国際的な
情報を積極4 的に収集しながら行っていく必要がある



「宇宙科学・探査の意義・価値及び今後の方向性・将来像について」
(2023年7月 第56回宇宙科学探査小委員会 資料を参照）

（３） 各分野別の世界の潮流、我が国の強み・弱み及び長期的な方向性について 
① 宇宙物理学分野

(承前）

○ また、我が国の強みは、国内外から、優れたセンサ技術や、我が国の世界最先端の宇宙搭載冷却技術等をミッショ
ンにあわせて結集させ、中型・小型の範疇ではありながらも、X 線・太陽・赤外線分野等において、世界に先駆けた独
自なミッションを高い機動性で実現してきたことである。世界最先端の地上天文学も強みであり、共通的な技術等
での連携等、地上天文学と宇宙天文学で相乗効果を発揮していくことが重要である。 

○ 上記を踏まえ、今後の戦略的中型計画立案に向けて、我が国が世界をリードする宇宙搭載冷却技術を活用した銀
河進化・惑星系形成を観測するミッションや、新たな X 線撮像技術を用いた高エネルギー帯域の観測計画がコミュ
ニティにおいて検討されている。国際的な大型計画とも相補的であり、かつユニークな科学目的に特化した計画とし
て、独創的・先鋭的な技術を活用した国際的にもインパクトのあるミッションを具体化することが重要である。
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